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研究成果の概要：  

本研究は、中年期に顕在化する心理臨床的問題をアイデンティティの発達臨床的視点から分

析した。研究 1 では、研究代表者の心理療法事例を、葛藤の根の深さ(病理水準)によって分類

し、中年期危機の現れ方と心理療法の視点・技法について考察した。研究 2では、中年期女性

のアイデンティティ危機に焦点を当てて,子どもの巣立ちにともなう危機体験の特質と回復の

プロセスを分析した。研究 3では、中年期のアイデンティティ危機の基礎研究として、時間的

展望の質的変容を年齢層別に分析した。 
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1. 研究開始当初の背景   

中年期は生物学的、心理的、社会的ないず

れの次元でも大きな変化が体験される人生

の転換期である。その重要な部分が、喪失や

衰退というネガティブな変化であることか

ら、中年期に生じる心理臨床的問題は、個々

人のアイデンティティが揺り動かされる「構

造的危機」ととらえることができる。    

21世紀を迎えた今日、その危機の中身はさ

らに深刻化、多様化している。中年職業人の
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うつ、少子高齢社会による老親を支える重荷、

フリーター,ニートなど自立しない成人の子

供を抱える重荷が中年世代を圧迫している

ことなどは、1970-1980年代とは異なる現代

社会の中年期アイデンティティ危機の特質

である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、現代社会におけるアイデンティ

ティ危機の実相を、個人のあり方と、関係性

の持ち方の視点からとらえ、発達臨床的理解

と援助の方策を検討することを目的とした。

具体的には、 

① 中年期のアイデンティティ危機(アイデ

ンティティの揺らぎや、問い直し)の特質

を、葛藤の根の深さ(幼児期/青年期/成人

期以降)との関連で分析し、心理療法の視

点と技法について考察する(研究 1-1)。 

② ①の危機の現れ方を関係性の持ち方、特

に老親と中年の子ども、中年の夫婦、中

年の親と青年期の子どもという 3世代に

わたる家族関係の視点から検討する(研

究 1-2)。 

③ 中年期危機の基礎研究として、3-1)中年

期の母親のアイデンティティの危機の特

質と ,危機からの回復のプロセス(研究

2-1,研究 2-2), および中年期の時間的展

望の特質とメンタルヘルスの関連(研究

3)。 

について検討した。 

 

３．研究の方法 

①研究 1-1, 研究 1-2 :  研究代表者が臨床心

理士として関わった心理療法事例の分析。 

②研究2-1, 研究2-2, 研究3 :  質問紙調査お

よび個別面接調査。 

 

４．研究成果 

<研究１-1> 心理臨床事例に基づいた中年

期危機の発達的理解と心理臨床的援助                    

研究代表者の行った中年期のクライエント

に対する心理療法の９事例の心理面接過程

を、１．中年期危機の現れ方の特質、２．心

理的葛藤の根の深さと心理療法過程の関連

性、の視点から分析した。(1)中年期危機の

特質としては、自分自身の老化や更年期障害

による「若くてタフな自分」の喪失、子ども

の自立や親離れによる「親としての自分」の

喪失、支えであった親の老化や死、理想化し

ていた他者の喪失など、中年期特有の喪失体

験が見られた。また、幼児期・児童期・青年

期の未解決の心理社会的課題や、世代性にお

ける躓きが中年期危機を引き起こしている

事例も見られた。(2)問題や未解決の葛藤の

根が、１.成人初期以降(A レベル)，２．思春

期・青年期（Bレベル），３．乳幼児期（Ｃレ

ベル）のいずれにあるかによって、中年期危

機の現れ方や、心理面接の深さや展開はかな

り異なることが示唆された。 

<研究 1-2> 3 世代にわたる家族の視点から見

た中年期危機の発達的理解と心理臨床的援

助 

研究代表者の行った中年期のクライエン

トに対する心理療法事例を、その来談の主訴

から、①中年期の親と青年期の子ども,②夫

婦関係を中心とした中年世代の家族危機,③

中年期の子どもと老年期の親の問題に分類

し、その心理力動と心理臨床的援助について

考察した。中年期危機によって、人生前半期

の未解決の家族葛藤が顕在化すること、未解

決の葛藤の根が、乳幼児期、青年期、成人初

期以降のいずれにあるかによって、問題の理

解、心理面接の深さや面接の展開過程は異な

ることが示唆された。また中年期のアイデン

ティティの再構築は、主体的に納得できる自

分を獲得すると同時に、自分にとって重要な



 

 

他者(多くは家族)との適切な心理的距離が

とれることによって達成されることが示さ

れた。 

<研究２-1> 中年期の母親におけるアイデン

ティティ葛藤の分析 

中年期前期の母親を対象に、「個としての

アイデンティティ」と「母親アイデンティテ

ィ」の葛藤・バランス・統合の様態と、育児

に関する心理臨床的問題の現れ方を分析し

た。対象者は、２つのアイデンティティの確

立の程度によって４タイプに分類された。２

つのアイデンティティの確立のあり方によ

って、母親役割を受け入れる段階で葛藤して

いる母親、葛藤を回避している母親、葛藤が

生じていない母親、葛藤を経て統合させてい

る母親という、葛藤経験の特徴が見出された。

また、２つのアイデンティティの位置づけと

葛藤のあり方が、育児困難の内容や程度と関

連していることが示唆された。 

<研究 2-2>中年期の母親のアイデンティティ

再体制化プロセスの分析 

ポスト子育て期の母親のアイデンティテ

ィ再体制化のプロセスを実証的に検討した。

まず質問紙調査によって、子どもの巣立ち

期・最中・巣立ち後の各時期におけるアイデ

ンティティ変容の特徴を数量的に分析した。

次に、半構造化面接調査を行い、子どもの巣

立ちにともなう母親のアイデンティティ変

容プロセスを質的に検討した。その結果、①

空虚感・無力感にはかなりの個人差が見られ、

現代の母親は、子どもの巣立ちを必ずしも否

定的に受け止めてはいないこと、②子どもの

｢成長｣とともに｢巣立ち｣を母親自身が認識

することが、アイデンティティ変容に影響を

及ぼし、巣立ちの進行と並行して、母親自身

の生き方・あり方の問い直しと模索が進んで

いくプロセスが明らかになった。本研究によ

り、これまで｢空の巣症候群｣など、否定的に

みなされてきたポスト子育て期の心理とは

異なる、現代の母親の心理的特徴が示唆され

た。 

<研究 3> 中年期の時間的展望とメンタルヘ

ルスの関連 

 中年期の峠を越えることによって変容す

る時間的展望の質的特徴を分析した。40 歳代

では現在の充実感、50 歳代では過去の受容と

現在の充実感、60 歳代では現在の充実感と未

来への希望がメンタルヘルスに関連するこ

とが示された。それらの様相を、半構造化面

接によって質的に分析した結果、中年期の身

体的心理的変化の気づきや受容にともなっ

て、40 歳代では過去を土台にして自己をとら

え、50 歳代では未来を志向する中で過去ので

きごとに対する必然感が生じること、60 歳代

では、自ら生成した自己を受容し、それを表

現する場としての未来を志向していること

が示唆された。 
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